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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今夜はマネージドDWHに関してお話させて頂きます。それではさっそくはじめさせて頂きます。



1. DWHとは？

2.本日の対象

3. まとめ

（ABC順）AWS・Azure・Google Cloud・OCIのマネージドDWH

・クラウドDWHの選定
・他クラウドのうらやましいところ（クラウド時代ならではのポイント）
・データクラウド

そもそもDWHがあるとどういうことができるのか？

アジェンダ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日のアジェンダです。1. そもそもDWHがあるとどういうことができるのか?今夜はここからはじめたいと思います。2. そのあと（ABC順）にAWS・Azure・Google Cloud・OCIのマネージドDWHのご紹介としたいと思います。    各クラウドのサービスにどのような違いがあるかアーキテクチャおよび非機能要件で、その違いに迫ってみたいと思います。3. まとめでは、クラウドDWHの選定や、クラウド時代ならではのポイントをもとにした他クラウドのうらやましいところのお話をして　 最後にクラウドエンジニアとして、本日ご参加の皆様の視座を高めるためのキーワード「データクラウド」について　 Snowflakeの加藤さんにお話しを頂きたいと思います。



 資料作成時点(2021年11月上旬)の公開情報に基づいて記載しているため
内容が一部異なる場合があります。

 最新の情報については各クラウドの公式サイトをご確認頂きたく思います。

 本プレゼン内容はOCIjp運営事務局の理解に基づいており、
事実と異なる可能性があることをご了承いただきたく思います。

免責事項

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
免責事項です。・資料作成時点(2021年11月上旬)の公開情報に基づいて記載しているため　内容が一部異なる場合があります。・最新の情報については各クラウドの公式サイトをご確認頂きたく思います。・本プレゼン内容はOCIjp運営事務局の理解に基づいており、事実と異なる可能性があることをご了承いただきたく思います。



そもそもDWHとは？

会計・人事

CRM

フロント系(web)

データマート

キューブ

BI

生成 収集 蓄積 加工 利活用

 昔からあります
 データを「時系列に」一ヶ所に蓄積するもの
 DWHに格納されたデータをもとに、より高度な情報分析が行えます

DWHETL
時系列データ
の蓄積

各種システム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そもそものお話ですが、DWHは昔からあるものです。DWHはデータを「時系列に」一ヶ所に蓄積し、蓄積されたデータをもとに、より高度な情報分析を行うための重要な要素です。要素。というのがポイントで、あくまで主眼は「企業におけるデータ活用をどのように高度化するか？」ということです。そのためには、データソースのデータを精査しETLで適切な範囲に絞り込んで、サイジングしたDWHに格納し、その上、データマート／キューブに加工し、BIツールで利活用するということがオンプレ時代から行われています。



本日のテーマ：クラウドDWH

会計・人事

CRM
データマート

キューブ
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機械学習

AI

生成 収集 蓄積 加工 利活用

 データ生成元は「クラウド」、利活用のメインは「機械学習」「AI」へ
 クラウドにデータのもとがあるならクラウドですべて処理したほうが良い（クラウドDWH）
 利用料課金となったいまこそDWHは真に必要な時代です！（ぜひ触れてみましょう）

DWHETL
時系列データ
の蓄積

各種システム

クラウドの
システムや
データ

クラウドDWH

フロント系(web)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
近年データ生成元は「クラウド」、利活用のメインは「機械学習」「AI」へシフトが進みました。クラウドにデータのもとがあるならクラウドですべて処理したほうが良い。これがクラウドDWHサービスのはじまりだと考えています。利用料課金となったいまこそDWHは真に必要な時代です！まだ触れていないかたは、ぜひ触れてみましょう。そして今夜のウェビナーがクラウドエンジニアの命題といっても過言ではないデータ活用に�皆様が取り組んで頂くきっかけとなれたら幸いです。



本日の対象（ABC順）
● マネージドRDBMSのうちDWHを対象とし、各クラウドの代表的なサービスについて考察します（赤枠／赤字）を対象とします

データベースサービス AWS Azure Google Cloud OCI

マネージドRDBMS
（OLTP）

マネージドRDBMS
（DWH）
その他用途別DB Amazon ElastiCache

（インメモリ）

Amazon DocumentDB
（ドキュメント）

Amazon DynamoDB
（キー・バリュー）

Amazon Keyspaces
（ワイドカラム）

Amazon Neptune（グラフ）

Amazon QLDB（台帳）

Amazon Tmestream（時系列）

Azure Database
（for Postgres、MySQL、

MariaDB）

Azure Cosmos DB
（No SQL）

Azure Cache for Redis
（インメモリ）

Cloud Spanner

Cloud Bigtable
（キー・バリュー）

Memorystore
（インメモリ）

Firestore
（ドキュメント）

Firebase Realtime Database
（ドキュメント）

MongoDB Atlas
（ドキュメント）

Google Cloud Partner Services 
Neo4j（グラフ）

Database Cloud Service

Exadata Cloud Service

MySQL Database Service

Autonomous JSON Database

Oracle APEX Application 
Development

※Oracle Databaseは
コンバ―ジド・データベースへ
機能強化をしており、
様々なデータタイプや
ワークロード（インメモリ、
グラフ、時系列、台帳、他）に
対応している。

Amazon Redshift Azure Synapse Analytics BigQuery Autonomous Data Warehouse

Amazon RDS
（Postgres、MySQL、MariaDB

Oracle DB、SQL Server）

Amazon Aurora
（Postgres互換、MySQL互換）

Azure SQL Database Cloud SQL
（Postgres、MySQL、

SQL Server）

Autonomous
Transaction Processing

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・今夜はマネージドRDBMSのうちDWHを対象とし、各クラウドの代表的なサービス（赤枠/赤字）について考察します。・まずAWSではAmazon Redshiftをピックアップしたいと考えています。　AWSには他にもRDBMSや、用途別にインメモリ、キー・バリュー、ドキュメント、グラフ、時系列、台帳と、多彩なDBをラインナップしています。・Azureに関してはAzure Synapse Analyticsサービスをピックアップします。・GCPに関してはBigQueryをピックアップします。・そしてOCIからはAutonomous Data Warehouseをピックアップします。OCIに関しては、用途別DBのラインナップが少ないように見えますが、　決してそうではありません。Oracle Databaseはコンバ―ジド・データベースへ機能強化をしており、インメモリ、グラフ、時系列、台帳つまりBCテーブル他に対応しています。　OCIだけが、このOracle Databaseのすべての機能を動作させることができる唯一のクラウド環境となります。それではアーキテクチャを見てきたいと思います。



アーキテクチャ（ABC順）
AWS Redshift 【AQUA構成】 Azure Synapse Analytics【Dedicated】 Google Cloud BigQuery OCI Autonomous DataWarehouse

・構成：ﾘｰﾀﾞﾉｰﾄﾞがｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝからの問い合わ
せを受け付け、その後各ｺﾝﾋﾟｭｰﾄﾉｰﾄﾞに処理
振り分ける。S3ﾍﾞｰｽのSedshiftマネージド
ストレージにデータを格納する。
・高速化機能：高速ネットワーク→AQUAを
GA(2021年4月)。AQUAはｽﾄﾚｰｼﾞﾚｲﾔｰ
の高速キャッシュを実現するコンピューティング。
・冗長化構成：Cross-AZcluster recovery
これはクラスターを別のAZに再配置する機能。

・構成：ｺﾝﾄﾛｰﾙﾉｰﾄﾞがｸｴﾘを受け取り、そこから
複数のｺﾝﾋﾟｭｰﾄﾉｰﾄﾞへ処理を分散させる。
Azure Premium Storageにデータを格納。
・高速化機能：MPP EngineおよびDMS。

DMSはDedicated SQL pool専用の
ﾃﾞｰﾀ転送ﾃｸﾉﾛｼﾞ。ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ ﾉｰﾄﾞ間の
ﾃﾞｰﾀ移動を調整/最適化。
・冗長化構成：AZ障害時はgeoバックアップを
用いてペアのデータ センターに復元

・構成：コンピュートリソースとデータストレージ
をPetabit Networkで接続した構成。
・高速化機能：クライアントからクエリを受け
取るroot serverから、実際にクエリ処理を
実行する多数のleaf serversに対して、ク
エリをツリー構造へ展開することで、大規模
分散処理を実現している。
・冗長化構成：単一ゾーン障害に対して
耐性を持つ構造となっている。

・構成：Exadata Database Machine。
DB ServerとStorage Serverを超高速
ネットワーク(RoCE)で接続された構成。
・高速化機能：Oracle Real Application 
Clusters(Oracle RAC)、Smart Scan/ 
Hybrid Columnar Compression等の
Exadata Storage Server Software。
・冗長化構成：AutonomousDataGuard
自動ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｰ時、RTO:2分、RPO:0分
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・AQUA は、AWS が設計したアナリティクスプロセッサを使用して、大規模なデータセットをスキャン、フィルタリング、　および集約するクエリでデータ圧縮、暗号化、データ処理を劇的に高速化します。・Cross-AZ cluster recoveryは、Amazon Redshiftを再配置（relocation）を使用して、　データの損失やアプリケーションの変更なしに、クラスターを別のアベイラビリティーゾーン（AZ）に移動できる機能です。・Azure Synapse AnalyticsはDedicated SQL poolとServerless SQL poolの2種類の構成が選択可能。�・構造はAWS Redshiftとよく似ており、最上段に位置するコントロールノードがクエリを受け取り、そこから複数のコンピュートノードへ処理を分散させる。・高速化機能はMassively Parallel Processing(MPP) EngineとData Movement Service (DMS)。 �　DMSは、Dedicated SQL プールのデータ転送テクノロジであり、コンピューティング ノード間のデータ移動を調整します。� 一部のクエリでは、並列クエリで正確な結果が返されるためにデータ移動が必要です。� データ移動が必要な場合は、DMS により、適切なデータが適切な場所に移動します。・Google Cloud BigQueryはコンピュートリソースとデータストレージをPetabit Networkで接続した構成。・Cluster Compute内には役割があり、クライアントからクエリを受け取るroot serverから、�　実際にクエリ処理を実行する多数のleaf serversに対して、�　クエリをツリー構造へ展開することで、大規模分散処理を実現しています。・また、単一ゾーン障害に対して耐性を持つ構造となっている。・特にAWS RedshiftとAzure Synapseのアーキテクチャを見るとわかるのですが、コンピュートノードとストレージの間をいかに高速化するかがポイントです。　解決策としていずれもデータ転送に関するSoftware機能を保有するコンピュートノードを配置しています。�　これはExadataの基本構成と同じであることに気づくと思います。　ExadataはDBサーバとストレージサーバを超高速ネットワークで一体化することで複雑な分析クエリに対する最大パフォーマンスが追及されています。・またデータセンタ障害時の対策も秀でており、�　Autonomous Data Guard：最小限のダウンタイムでフェイルオーバー、スイッチオーバーが可能。自動フェイルオーバー時、RTO:2分、RPO:0分です。



性能
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Exadata
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Act

RoCE

Exadata Smart Scan
・Database Serverに返されるデータを約10倍
以上削減する

Exadata Storage Index
・不必要なI/Oを削減する

Hybrid Columnar Compression
・ストレージの実効容量を増やし、データスキャン
の帯域幅を最大10倍向上させる

Exadata Smart Flash Cache
・IOPSを向上させ、ランダムI/Oのボトルネック
を解消。データスキャン帯域幅向上

I/O Resource Manager (IORM)
・I/Oの優先度づけをすることで想定外の性能劣化
を防ぐ

Quality of Service (QoS)
・あらかじめ定義したSLAを満たして運用できる
ように動的にリソース制御

…

…

… …

…
Exa VM

PDB

DB Server

CDB

Act

…
従来

データベースは全てのブロッ
クを取得するように要求し、
一致する行をフィルタ処理

Exadata Smart Scan

SQL処理の一部をストレージ
側で実施し、結果となる行や
列のみをデータベースに返す

大量のI/Oが発生

大幅なデータ削減率（一般
的に約10倍の削減が可能）
既存アプリの修正必要なし

全表スキャンが発生した場合

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Exadataを支えるコア技術はExadata Storage Index、Hybrid Columnar CompressionI/O Resource Manager、QoS、Exadata Smart Flash Cacheと、多数ありますが、DWH向けの複雑な分析SQLクエリに最も効果を発揮するExadata Smart Scanを説明します。アーキテクチャ図におけるSQL処理において、全表スキャンが発生した場合を考えてみます。Exadataの高速化機能が無い場合、データベースは全てのブロックを取得するように要求し、�一致する行をフィルタ処理します。Exadata Smart ScanはSQL処理の一部をストレージ側で実施し、結果となる行や列のみをデータベースに返すことで大幅なデータ削減率を実現します。一般的に約10倍の削減が可能と言われています。



管理範囲の違い（ABC順）
AWS Aurora Postgres Azure SQL Database GCP Cloud SQL OCI Autonomous Database

SQLチューニング

アプリケーション開発 アプリケーション開発アプリケーション開発

データセキュリティ

機械学習機能

サーバ管理

OSインストール

DBインストール

バックアップ/リストア

HA/DR

運用監視

DBセキュリティ

ファシリティ管理

パッチ適用

サーバ管理

OSインストール

DBインストール

バックアップ/リストア

HA/DR

運用監視

DBセキュリティ

ファシリティ管理

パッチ適用

サーバ管理

OSインストール

DBインストール

バックアップ/リストア

HA/DR

運用監視

DBセキュリティ

ファシリティ管理

パッチ適用

サーバ管理

OSインストール

DBインストール

バックアップ/リストア

HA/DR

運用監視

DBセキュリティ

ファシリティ管理

パッチ適用

OCI Autonomous Data Warehouse（Oracle Database）の特徴

SQLチューニング

アプリケーション開発

データセキュリティ

機械学習機能

SQLチューニング

データセキュリティ

機械学習機能

SQLチューニング

データセキュリティ

機械学習機能

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・管理範囲の違いを見てみたいと思います。図の下側は概ねクラウド管理側の機能、上側は概ね搭載データベースそのものの機能となっています。・クラウド管理側の機能は各クラウド共に均衡しています。・近年のDWHは機械学習機能のビルトインまでも標準的なものとなっていることがわかります。・Oracle DatabaseとExadataで実装されたAutonomous DatabaseにおいてOCIjp運営が良いと思うポイント（図中赤丸）と、　お伝えしたいと思います。



データモデリング・アプリケーション開発
● Autonomous DatabaseのDatabase Actionsによる開発支援

Database Actionsとは
・Oracle REST Data Servicesを使用して、Oracle Autonomous Databaseの開発、データ・ツール、管理、および監視機能を提供するWebベースのインタフェース
・Autonomous Databaseのホームのツールタブまたはサービス・コンソールから起動

（参考）日本オラクル様「Oracle Autonomous Database 最新情報アップデート」

カテゴリ 機能名称 内容
開発 SQL実行 SQLおよびPL/SQLコマンドを入力して実行し、データベース・オブジェクトを作成する

データ・モデラー 既存のデータベーススキーマから図やDDLステートメントを生成し、レポートを作成
APEX Oracle Database用の迅速なWebアプリケーション開発プラットフォーム
REST Webサービスの開発とWebサービス・アクセスのセキュリティ管理
JSON JSONコレクションの管理と検索

データ・ツール データ・ロード ローカルファイル、クラウドストレージ、リモートデータベースからのデータのロード
カタログ データの依存関係と変更の影響を表示
データインサイト データの異常、外れ値、隠れたパターンを検出
ビジネスモデル パフォーマンスに優れた分析のためのビジネスモデルの生成
データ変換 データ・フローとワーク・フローのグラフィカルな設計支援

管理 データベース・ユーザー ユーザーの作成と編集、REST対応などのユーザー管理
監視 モニタリング Autonomous Databaseのアクティビティとパフォーマンスの監視

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データモデリング・アプリケーション開発はDatabase Actionsで実現されています。Database Actionsとは　・Oracle REST Data Servicesを使用して、Oracle Autonomous Databaseの開発、データ・ツール、管理、および監視機能を提供するWebベースのインタフェースであり、　・Autonomous Databaseのホームのツールタブまたはサービス・コンソールから起動します。非常に強力なツール群がラインナップされています。



クラウドDWHの選定

● 既存のオンプレミスDWHを保有している場合
①Microsoft製品を基本とした現行システムであればAzureを選択。システムの中心に巨大なOracle製品があるのであればOCIを選択する等。
②その上で選択したクラウドの特色を活かす実装を検討し、最大限のクラウド活用効果を上げるということがひとつのメソッドではないかと考えます。

オンプレミスに存在する
現行DWHの

Oracle Exadata
のクラウド化検討開始

Oracle Database
が自動的に最新化

Autonomous 
Database

Exadata
Cloud Service

OK

NG

 あらゆるDB管理を自動化
 Exadata基盤であることによる高い性能
と可用性を低コストで実現

 オンプレミスと同様の自由度を確保可能
 基礎的な運用を自動化・効率化でき
従量課金によるコストメリットを享受できる（参考）日本オラクル様「データベース・クラウド 最新情報」

OCIを最大限に活用するソリューション例（システム維持の人件費を極小化）

● 新規にクラウドDWHを検討する場合

最も自社に適したデータ活用のためのビックピクチャーを描けているクラウドを選定
クラウドDWHはデータドリブン企業へ向かっていくためのデータ活用の要（次ページ）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・まとめに入っていきたいと思います。まずクラウドDWHの選定に関してお話したいと思います。・これについては様々な考えかたがありますが、その1例をご紹介します。・まず、既存のオンプレミスDWHを保有している場合です。�・現行システムと親和性の高いものを選ぶ。Microsoft製品を基本とした現行システムであればAzureを選択。　システムの中心に巨大なOracle製品があるのであればOCIを選択するといった具合です。・その上で選択したクラウドの特色を活かす実装を検討し、�　最大限のクラウド活用効果を上げるということがひとつのメソッドではないかと考えます。（ソリューションチャートの説明）・次に新規にクラウドDWHを検討する場合　これは最も自社に適したデータ活用のためのビックピクチャーを描けているクラウドを選定すべきではないかと考えます。　DWHは単独サービスでなく、あくまでもその目的はデータドリブン企業へ向かっていくためのデータ活用の要なのです。　OCIのデータ活用について次ページで詳細を説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
OCIのデータ活用の思想であるOracle Modern Data Platformをご紹介します。横方向に「Store」→「Integrate」→「Manage」→「Govern」→「Analyze」とデータ活用の流れを記載しています。まず「Store」部分。つまりデータソースはOCIのDatabase as a Service、Object Storage、そしてOCI-Classic、およびオンプレミスやAWS、Azureに存在するOracle Databaseなどです。Oracle　Cloud　InfrastructureオリジンのデータソースはOCI Data Integrationサービスによりデータのクレンジング・変換・再形成・変換などの ETL 処理をフルマネージドで行えます。データの格納先はObject Storage、Hadoop、Autonomous Databaseです。Hadoopで処理したものをAutonomous Databaseに集約することもあるでしょう。たとえばサマリデータなどですね。そしてこれらのメタデータの管理はData Catalogで行います。このように、ひとたびOCIにリフトしたデータはフルマネージドのサービスで、マネージすることができます。ここで注目すべきはOCI-ClassicのDatabase as a ServiceやオンプレミスやAWS、Azureに存在するOracle DatabaseからのデータをいかにOCIにリフトするか？ということです。キーとなるのはGoldenGateです。AWSの公式サイトにもデータ連携においてはGoldenGateが推奨されています。GoldenGate は、リアルタイムかつログベースの異種間データベース CDC ソリューションです。CDCとはチェンジデータキャプチャの略称です。GoldenGate は、あらゆる対応データベースからのさまざまなターゲットデータベース、または Hadoop/Kafka のようなビッグデータプラットフォームへのデータレプリケーションをサポートします。「区切りありのテキスト、JSON、および Avro(アブロ) などのソースから取得された異なる形式のトランザクションデータを書き込む GoldenGate の機能は、各種データ活用ツールとのシームレスな統合を可能にします。」これはAWSの公式サイトからの言葉です。---GoldenGate を使用したリアルタイムでの Oracle OLTP データの抽出と Amazon Athena からのクエリhttps://aws.amazon.com/jp/blogs/news/extract-oracle-oltp-data-in-real-time-with-goldengate-and-query-from-amazon-athena/
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今度は「Manage」→「Govern」→「Analyze」というデータ活用の流れに関してお話していきます。Autonomous Databaseに集約され、OCI Data Catalogでメタデータ管理されたデータはデータ活用を行うキープレイヤーに届けられます。ターゲットとするプレイヤーと役割は常に変化していますが、私は2021年の今、データサイエンティストとシステム開発部門、ビジネス部門の3者と考えています。こちらの図においては、OCI Data Scienceがデータサイエンティストにアタッチされています。そして、Oracle Machine Learningがシステム開発部門にアタッチされ、OCI Analytics Cloudがビジネス部門にアタッチされています。また、フローもデータサイエンティストからシステム開発部門へシステム開発部門からビジネス部門へ。としています。私たちクラウドエンジニアが重要な関わりを持っていくのはOracle Machine LearningとOCI Analytics Cloudです。このあたりを説明していきます。



Oracle Modern Data Platform
● セルフBIツールによる過去・現在の可視化と、機械学習による精度の高い

未来予測がビジネスにおける重要な判断を支えている。

Data 
Science

Analytics 
Cloud

Oracle
Machine
Learning

コード開発

GUI操作

ビジネス 研究開発

・Notebookのフルマネージドサービス
・データサイエンティストの共同作業を効率化
・Python／Open Sourceを利用
・構造化／非構造化データを取り扱い

・In-Database Analytics
（DB上で機械学習を実施）
・Oracleの最適化済アルゴリズムを使用
・Autonomous Database搭載の

Notebook環境もあり

・ビジュアル、ノーコードで分析
・セルフサービスBIのフルマネージドサービス
・簡単な機械学習機能も搭載

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
クラウドエンジニアが注力していくべきは、セルフBIツールによる過去・現在の可視化と、機械学習による精度の高い未来予測でビジネスにおける重要な判断を支えていくことです。各社ともにデータドリブンな経営を目指して、さらにデータの活用を進めていくでしょう。それを支援していくOCIのサービスはまずData Scienceがあげられます。これはNotebookのフルマネージドサービスです。モデルを構築、学習するためのコーディング環境が提供されます。Object Storageに格納された画像ファイルなどの非構造化データも取り合うことができデータサイエンティストが最先端の研究開発を行うためのサービスとなっています。その対極に位置するのがAnalytics Cloudです。ビジネスユーザ向けのセルフサービスBIのフルマネージドサービスです。機械学習もデータサイエンティストだけのものではなく、コモディティ化してきました。つまりコモディティ化の範囲は常に変化しており、それにあわせて自らを最適にUpdateしていかなくてはなりません。コモディティ化した機械学習のアルゴリズムはAutonomous Databaseにおいて最適に取り込まれています。これはクラウドエンジニアとして技術の幅が広がることを意味しています。



（出典）https://www.oracle.com/news/announcement/oracle-announces-new-ai-services-for-oracle-cloud-infrastructure-2021-11-3/

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・テキサス州オースティン— 2021年11月3日オラクルは本日、データサイエンスの専門知識を必要とせずに開発者がアプリケーションにAIサービスを簡単に適用できるようにするサービスのコレクションであるOracle Cloud Infrastructure（OCI）AIサービスの提供を発表しました。新しいOCIAIサービスにより、開発者は、ビジネス指向のデータで事前トレーニングされたすぐに使用可能なモデルを活用するか、組織独自のデータに基づいてサービスをカスタムトレーニングするかを選択できます。 6つの新しいサービスは、開発者が言語からコンピュータービジョン、時系列予測まで、さまざまな複雑なタスクを実行するのに役立ちます。



（出典）https://www.oracle.com/news/announcement/oracle-announces-new-ai-services-for-oracle-cloud-infrastructure-2021-11-3/

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・ OCI言語：大規模なテキスト分析を実行して、ドキュメント内の非構造化テキスト、顧客からのフィードバックのやり取り、サポートチケット、ソーシャルメディアを理解します。組み込みの事前トレーニング済みモデルにより、OCI言語は機械学習の専門知識の必要性を排除し、開発者が感情分析、キーフレーズ抽出、テキスト分類、名前付きエンティティ認識などをアプリケーションに適用できるようにします。      OCI音声：リアルタイムの音声認識のために、何千もの母国語および非母国語の話者でトレーニングされた事前構築されたモデルを通じて自動音声認識を提供します。 OCI音声を使用すると、開発者は人間の音声を含むファイルベースの音声データを非常に正確なテキストの文字起こしに簡単に変換でき、ワークフロー内のクローズドキャプション、インデックスコンテンツを提供し、音声およびビデオコンテンツの分析を強化できます。    OCIビジョン：画像認識およびドキュメント分析タスク用の事前トレーニング済みのコンピュータービジョンモデルを提供します。また、ユーザーは、シーンモニタリング、欠陥検出、独自のデータを使用したドキュメント処理など、他の業界や顧客固有のユースケースにモデルを拡張できます。 OCI Visionを使用して、製造における視覚的な異常を検出し、フォームからテキストを抽出してビジネスワークフローを自動化し、画像内のアイテムにタグを付けて製品や出荷をカウントできます。    OCI異常検出：重大な不規則性に早期にフラグを立てるビジネス固有の異常検出モデルを提供します。これにより、より迅速な解決と運用の中断が少なくなります。 OCI異常検出は、いくつかのプログラミング言語用のREST APIとSDKを提供します。これらを使用して、開発者は異常検出モデルをビジネスアプリケーションに簡単に統合できます。特許取得済みのMSET2アルゴリズムに基づいて構築されており、原子炉の状態監視などの高感度の状況で世界中で使用されており、不正の検出、機器の故障の予測、複数のデバイスからのデータの受信による障害の予測に使用できます。    OCI予測：データサイエンスの専門知識を必要とせずに、機械学習と統計アルゴリズムを通じて時系列予測を提供します。 OCI Forecastingは、開発者が製品の需要、収益、リソース要件などの重要なビジネス指標の正確な予測をすばやく作成するのに役立ちます。これらの予測にはすべて、開発者が適切なビジネス上の意思決定を行うのに役立つ信頼区間と説明可能性があります。    OCIデータラベリング：ユーザーがAIモデルをトレーニングするためのラベル付きデータセットを構築するのに役立ちます。ユーザーは、ユーザーインターフェイスとパブリックAPIを介して、データの組み立て、データセットの作成と参照、データレコードへのラベルの適用を行うことができます。ラベル付けされたデータセットをエクスポートして、OCIVisionやOCIData ScienceなどのOracleのAIおよびデータサイエンスサービスの多くでモデル開発に使用し、一貫したモデル構築エクスペリエンスを実現できます。



他クラウドのうらやましいポイント
● Google マーケティングプラットフォーム アナリティクス360→Google Cloud BigQuery
● 理由は3点（明確な分析対象がある／専用の収集サービスがある／蓄積機能から利活用まで通貫）

（画像出典）
https://marketingplatform.google.com/intl/ja/about
/analytics-360/

オンラインサイト
Google Cloud

マーケティングプラットフォーム
アナリティクス360

Google Cloud
BigQuery

（DWHサービス）

アナリティクス360の
タグを埋め込み

顧客の行動データを収集。
BigQueryへExport

フル
クラウド

フル
クラウド

フル
クラウド

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・他クラウドのうらやましいポイントは　Google マーケティングプラットフォーム アナリティクス360→BigQueryです。・理由は3点（明確な分析対象がある／専用の収集サービスがある／蓄積機能から利活用まで一貫している）　アナリティクス360のタグを埋め込むことで顧客のWeb行動解析が行えます。　Webでの接客分析はデータ活用の重要なテーマです。



データクラウドという新しい概念

（出典）https://www.snowflake.com/?lang=ja

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・まとめでは、クラウドDWHの選定や、クラウド時代ならではのポイントをもとにした他クラウドのうらやましいところのお話をしてきました。 今夜は最後にクラウドエンジニアとして、本日ご参加の皆様の視座を高めるためのキーワード「データクラウド」について Snowflakeの加藤さんにお話しを頂きたいと思います。



OCIの有用な技術情報のありか
 OCIチュートリアル  OCI活用事例集

https://oracle-japan.github.io/ocidocs/https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/

 Oracle LiveLabs
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home

 Oracle Cloudウェビナー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
OCIの有用な技術情報のありかをご紹介します。OCIチュートリアル：リソースの作成やその活用方法など実際の操作手順を紹介しています。OCI活用事例集：OCI上の主要なサービスの概要・機能をまとめた資料集です。Oracle LiveLabs：テナントを用意せずとも実際の環境を使って使用感が確認可能なサイトです。Oracle Cloudウェビナー：ウェビナー形式でOracle Cloudのホットな情報が共有されています。そして、、、（次ページへ）

https://oracle-japan.github.io/ocidocs/
https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home


ユーザグループ「OCIjp」
https://fullenergy-oci.connpass.com/

 座談会・LTにお気軽に
ご参加下さい！！

 お待ちしております。

 これからも継続参加を
お願い致します。

 パブリック・クラウド
を盛り上げていくのは
やはりユーザの気持ち
が一番大事です！

 アンケートの回答もぜ
ひお願いします。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パブリッククラウドを盛り上げていくのは、やはりユーザの気持ちが一番大事です。これからもユーザどうしの声で、OCIを盛り上げていきましょう！

https://fullenergy-oci.connpass.com/


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Oracleのイベントで出会った私の好きな言葉で締めくくりたいと思います。「Endless Possibility Starts Here.」ぜひこれからもご一緒させて頂けますとうれしいです！
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